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SnapDrive for UNIX を使用してストレージサイズ
を拡張します

SnapDrive for UNIX では、ストレージ・システムのボリューム・グループまたはディス
ク・グループのサイズを拡張できます。これを行うには、 SnapDrive storage resize コ
マンドを使用します。

このコマンドでは、ホストボリュームまたはファイルシステムのサイズは変更できません。た
とえば、 resize コマンドを使用して、 LUN 上のファイルシステムのサイズを変更することは
できません。基盤となるディスクグループのサイズを変更したあとに、 LVM コマンドを使用し
てホストボリュームとファイルシステムのサイズを変更する必要があります。

ストレージのサイズ変更処理は、次の一般的なカテゴリに分類されます。

• ストレージの拡張先となるターゲットサイズをバイト単位で設定します

• ストレージの拡張に使用するバイト数を指定します

SnapDrive for UNIX では、システム生成の LUN が追加されます。50 MB など、ストレージの拡張に使用する
量を指定すると、 LUN は 50 MB になります。ストレージにターゲットサイズを指定すると、現在のサイズと
ターゲットサイズの差が計算されます。異なるサイズの LUN を作成した場合、その LUN のサイズが表示さ
れます。

storage resize コマンドのガイドラインを参照してください

SnapDrive storage resize コマンドを使用する場合は、いくつかのガイドラインに従う必
要があります。

• ストレージのサイズ変更処理で拡張できるのは、ストレージのサイズ変更のみです。エンティティのサイ
ズを縮小するために使用することはできません。

• すべての LUN は、同じストレージシステムボリュームに存在する必要があります。

• サイズ変更処理では、論理ホストボリューム、または論理ホストボリュームまたは LUN 上のファイルシ
ステムは直接サポートされません。その場合は、 LVM コマンドを使用してストレージのサイズを変更す
る必要があります。

• LUN のサイズは変更できません新しい LUN を追加するには '-addlun オプションを使用する必要がありま
す

SnapDrive storage resize コマンドを使用するために必要な情
報

SnapDrive storage resize コマンドを使用するには、いくつかの情報を入力する必要があ
ります。この情報は、コマンドを正しく使用する場合に役立ちます。
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要件 引数

ディスクまたはボリュームグループのサイズを拡張
するかどうかを決定し、該当する引数を使用してそ
のエンティティの名前を入力します。

ディスク・グループ（ -dg file-spec ）またはボリュ
ーム・グループ（ -vg file-spec ）

_name には、ディスクまたはボリュームグループの
名前を指定します

ストレージサイズを拡張する方法を決定します。こ
のコマンドを使用するときは、次の点に注意してく
ださい。

• size 引数に指定されたバイト数だけエンティティ
サイズを大きくするには '-growby オプションを
使用します

• 新しい合計サイズが size 引数で指定されたバイ
ト数になるように ' エンティティサイズを大きく
するには '-growto オプションを使用します

• 内部で生成された新しい LUN を基盤となるディ
スク・グループに追加することにより ' エンティ
ティ・サイズを増やすには '-addlun オプションを
使用しますこの引数を使用しない場合 '-dgrowby

オプションまたは -growto オプションで指定され
たバイト・サイズを満たすように SnapDrive for

UNIX によってディスク・グループの最後の LUN

のサイズが増加します

ストレージの拡張に使用するバイト数を指定します (

-growby_size_)

「 _ バイト数 _ 」

ストレージが到達するサイズをバイト単位で指定し
ます（「 -growto size` ）

「 _ バイト数 _ 」

ディスク・グループに新しい LUN を追加することに
より 'UNIX 用 SnapDrive にサイズを拡張させる（
-addlun ）

SnapDrive for UNIX に、スペースリザベーション「
-reserve 」を作成するかどうかに関係なく、サイズを
大きくするよう指示します

• オプション： * igroup 名を指定する代わりに、デ
フォルトの igroup を使用することを推奨しま
す。

igroup 名（「 -igroup 」）

ig_name 「 -fstype 」を入力します

「 TYPE` 」 「 -vmtype 」と入力します
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要件 引数

「 TYPE` 」 • オプション： SnapDrive for UNIX 操作に使用す
るファイルシステムとボリュームマネージャのタ
イプを指定します。

ストレージのサイズを拡張するコマンド構文

ストレージのサイズを拡張するには、使用する正しい構文を確認しておく必要がありま
す。

* SnapDrive storage resize -dG_file_name spec{-growby | -growto ｝ size [-addlun

[-igroup_ig_name_[ig_name…] [{-reserve|-noreserve }]] [-fstype_type_][-

vmtype_type_]*

SnapDrive storage resize コマンドを使用して、エンティティのサイズを縮小することはできま
せん。サイズを拡張するには、このコマンドを使用する必要があります。

SnapDrive storage resize コマンドは ' 論理ボリュームまたはファイル・システムでは直接サポ
ートされていませんたとえば、 lun storage resize コマンドを使用して、 SnapDrive 上のファ
イルシステムのサイズを変更することはできません。

• result * ：このコマンドは、次のいずれかを使用してストレージエンティティ（論理ボリュ
ームまたはディスクグループ）のサイズを拡張します。

• バイトをストレージに追加する (-growby-)

• サイズを指定したバイト・サイズに増やす（「 -growto 」）。

ホストボリュームおよびファイルシステムのサイズ変更処理

SnapDrive storage resize コマンドは ' ストレージ・システムのディスク・グループおよ
びボリューム・グループにのみ適用されますホストボリュームまたはファイルシステム
のサイズを拡張する場合は、 LVM コマンドを使用する必要があります。

次の表に、各プラットフォームで使用できる LVM コマンドをまとめます。これらのコマンドの詳細について
は、マニュアルページを参照してください。

* ホスト * * ボリュームマネージャ * * ホストボリューム * * ファイルシステム *

AIX の場合 LVM extendlv` 「 chfs 」
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